人間関係づくりを基礎としたあたたかい学級づくり
～hyper-QUの効果的な活用の仕方を考える～
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　Ａ市は、不登校の問題に関してこれまで大きな課題があり、学校・教育研究所・各関係機関を挙げて解決に取り組んできた。その結果、不登校児童生徒の出現率は減少し、大きな成果を挙げてきた。しかし、平成24年度より小学校で不登校児童の増加傾向が見られ、今後出現率の上昇が懸念される。
　Ａ市の不登校の状況を見てみると、人間関係を構築することを苦手とする子どもたちが多く、ソーシャルスキルが不足していると思われる。そこで、今年度からＡ市全ての小中学校で導入される「よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート（以下hyper-QU）」を効果的に活用することで、よりよい人間関係づくりのできる子どもたちの育成を目指すとともに、学級が子どもたちにとって安心できる場所となるような、温かい学級づくりに向けての研究を行うことで、不登校問題の解決を目指した。
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